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原子力損害賠償の進捗状況について
＜原子力損害賠償のご請求・お支払い等実績＞ 2022年12月31日現在

個人 ※１
法人・個人
事業主など

ご請求について

ご請求書受付件数（延べ件数） 約2,457,000件 約549,000件

本賠償の状況について

本賠償の件数（延べ件数） 約2,318,000件 約469,000件

本賠償の金額 ※２ 約3兆6,046億円 約6兆8,221億円

これまでのお支払い金額について

本賠償の金額 ※２ 約10兆4,267億円 ①

仮払補償金 約1,542億円 ②

お支払い総額 約10兆5,809億円 ①＋②

※1 個人の自主的避難等に係る損害を含んでおります。

※2  仮払補償金から本賠償に充当された金額は含んでおりません。

2020/3/19
11兆8,822億円

(+5,288)

(億円)

2019/9/26
11兆3,534億円

2011/12/27
1兆7,003億円

2013/5/31
3兆9,093億円

(+6,894)

(+6,662)

法人・個人
事業主など

個人

仮払補償金

3兆4,742億円

3兆6,046億円

1,542億円

＜折れ線＞
要賠償額

＜棒＞
支払額

【新・総特】
2013/12/27

4兆9,088億円
(+9,995)

2014/7/23
5兆4,214億円

(+5,125)

【総特】
2012/3/29

2兆5,462億円
(+8,459)

2012/12/27
3兆2,430億円

(+6,968)

2015/3/26
6兆1,252億円

(+7,037) 2015/6/29
7兆 753億円

(+9,501)

2016/3/18
7兆6,585億円

(+5,831)

2016/12/27
8兆3,664億円

(+7,078)

除染等 3兆3,478億円

(+977)

10兆5,809億円

2022/12累計

(+12,405)

2017/6/28
9兆7,047億円

【新々・総特】
2017/5/11

8兆4,641億円

2018/3/27
10兆3,895億円

(+6,848)

2011/10/28
1兆109億円

2019/3/19
10兆9,672億円

(+5,776)

(+3,861)

(+4,394)

2021/3/22
12兆3,216億円

2021/9/30
12兆5,018億円

(+1,802)

【四次総特】
2021/7/21

12兆3,216億円

2022/3/22
12兆5,865億円

(+846)

(年/月)

2011
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＜ご案内を開始している主な賠償項目＞
個人 法人・個人事業主

2011年

８月：個人本賠償

・精神的損害 ・就労不能等に伴う損害 ・検査費用

・避難、帰宅、一時立入費用 ・生命、身体的損害 等

９月：法人本賠償

・営業損害 ・出荷制限指示等による損害

・風評被害 ・間接損害 等

2012年
２月：自動車に対する賠償 自主的避難等に係る損害に対する賠償

７月：建物の修復費用等に係る賠償

２月：自動車に対する賠償

１２月：償却資産および棚卸資産の賠償

2013年
３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償 、 家財の賠償

１１月：田畑に係る賠償

３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償

１１月：田畑に係る賠償

2014年

１月：精神的損害（要介護者さま等への増額）に係る賠償

３月：移住を余儀なくされたことによる精神的損害に係る賠償

早期帰還に伴う追加的費用に係る賠償

避難指示解除後の相当期間に係る賠償 、 仏壇の賠償

４月：住居確保に係る費用の賠償

７月：墓石等の修理に係る賠償

９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償 、 自主的除染に係る費用の賠償

９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償

自主的除染に係る費用の賠償

2015年

２月：家財の個別賠償

３月：福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

４月：墓石等の移転に係る賠償

６月：避難指示解除準備区域・居住制限区域における精神的損害の追加賠償

３月：避難等対象区域内の農林漁業以外の事業者さまに対する仮払

福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

６月：新たな営業損害賠償等

2016年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：農林業者さまに対する2017年１月以降の営業損害賠償等

2017年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：平成30年以降の避難指示区域外の農林業における風評賠償

2018年
１月：移住を余儀なくされた区域における住居確保にかかる費用の賠償のお取り扱い

３月：2018年4月以降における個人さまの避難・帰宅等にかかる費用の賠償のお取り扱い
８月：2019年以降の避難指示区域外の農林業における風評被害について

2019年
２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

９月：消費税率引上げにともなう住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

＜賠償項目別の合意金額の状況＞

＜ＡＤＲの対応状況＞＜ＡＤＲの対応状況＞
2022年12月31日現在

申立件数 28,713件

解決件数

27,814件

全部和解件数 22,133件

取下げ件数 3,202件

打切り件数 2,477件

却下・和解の仲介をしない 2件

現在進行中の件数 899件
出典：原子力損害賠償紛争解決センターＨＰより※申立件数のうち、当社に送達がなされているのは28,631件（12月28日現在）、月平均で約96件（2022年）

※現在進行中の件数のうち、13件は一部和解が成立している

※和解金額は約3,475億円

要賠償額<A>
(2022年3月22日資金援助額変更申請)

賠償合意実績※

（2022年12月末現在）

20,834億円                           20,128億円

検査費用等 3,493億円                             2,828億円

精神的損害 10,995億円                            10,957億円

自主的避難等 3,624億円                             3,624億円

就労不能損害 2,721億円                             2,717億円

33,057億円                           32,259億円

営業損害 5,594億円                            5,513億円                            

出荷制限指示等による損害及び風評被害 19,526億円                           19,382億円                           

一括賠償（営業損害、風評被害等） 3,320億円                            2,633億円                            

間接損害等その他 4,617億円                             4,730億円

Ⅲ．共通・その他 22,484億円                           19,926億円

財物価値の喪失又は減少等 15,447億円                            14,825億円

住居確保損害  6,787億円  4,850億円

福島県民健康管理基金  250億円  250億円

Ⅳ．除染等※2  49,488億円  33,478億円

125,865億円                          105,793億円

※1　振込手続き中の方も含まれるため、これまでのお支払金額とは一致しません。 【B／A　84%】
※2　閣議決定及び放射性物質汚染対処特措法に基づくもの。

Ⅰ．個人の方に係る項目

Ⅱ．法人・個人事業主の方に係る項目

合計
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福島復興へ向けた取り組み

福島復興へ向けた取り組み実績

活動人数
1,088,667人
（前月比＋4,539人）

対応件数
4,679件/年度

※

（前月比+366件）

環境再生・復興推進活動

イベント開催日数
※

25,825日
（前月比+851日）

流通促進活動原子力損害賠償

環境再生・復興推進活動の業務別割合

ふくしま流通促進室発足（2018年２月）からの累計

復興本社設立（2013年1月）からの累計

環境再生・復興推進活動

※2022年度の累計

※イベント開催･･･試食販売会・飲食店フェア等

■2022年12月までの実績

今後の主な活動予定 〔凡例〕 【環】・・環境再生活動 【復】・・復興推進活動 【流】・・流通促室活動 【他】・・その他

除染

中間貯蔵

環境再生活動
2022年

12月末時点

環境回復・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

廃棄物・
リサイクル

除草

清掃･片付け

一時帰宅対応営農再開

イベント対応

放射線管理

見回り･ご依頼等

復興推進活動
2022年

12月末時点

【復】 ２月地域行事・イベントへの協力
【流】 ２月の福島県産品販売会の主な開催予定

賠償お支払総額
約 10兆5,809億円

（前月比＋676億円）

〔イベント〕
⑥発見！ふくしま お魚まつり in SAKANA&JAPAN FESTIVAL2023

2月23日(木・祝)～26日(日)
〔小売店催事〕
①ルミネ立川店 様
②スーパーマーケット リオンドール(69店舗) 様
③マルエツ（板橋南店、四季の森フォレオ店）様
④クィーンズ伊勢丹 様
⑤スーパーマルト(36店舗) 様

２月10日(金)～12日(日)
２月10日(金)～13日(月)
２月11日(土)～12日(日)
２月15日(水)～19日(日)
２月25日(土)～26日(日)
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福島復興へ向けた取り組み①

新年イベントへのお手伝い

■ 双葉町「双葉町ダルマ市 」【１月７日（土）～８日（日）】 場所：ＪＲ双葉駅前ロータリー

• 「双葉町ダルマ市」では、実行委員会の一員として企画・運営に参画させていただき、資源エネルギー庁と
共同でブースを出展したほか、会場設営や車両誘導のお手伝いを行いました。

• 会場は久しぶりの再会を喜ぶ住民の皆さまや、ダルマ神輿の威勢の良い掛け声等で、活気に溢れて
いました。

ダルマ神輿

■ 大熊町「里がえり もちつき大会 2023 」【１月８日（日）】 場所：大熊町役場前広場

• おおくまコミュニティづくり実行委員会の一員として企画・運営に参画させていただき、当日は車両誘導の
お手伝いを行いました。

• 当日は、つきたてのお餅が参加者にふるまわれたり、三輪車レースなどのアトラクションもあり、会場は
餅つきの掛け声等で活気に溢れていました。

取組内容

双葉町では昨年の特定復興再生拠点区域の避難指示解除を受け、12年ぶりに町内で
「双葉町ダルマ市」が開催されました。当日はブースの出展や運営のお手伝いを行いました。

大熊町では「里がえりもちつき大会2023」が開催され、当社は昨年に続きおおくまコミュ
ニティづくり実行委員会の一員として参画し、当日は運営のお手伝いを行いました。

車両誘導実行委員として参画（餅つき・検温の様子）

当社ブース 巨大ダルマ引き
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福島県産品の流通促進の取り組み
～お米・牛肉・水産品などのイベント開催 ２･３月予定～

福島復興へ向けた取り組み②

日本最大級の魚食イベント「ＳＡＫＡＮＡ＆ＪＡＰＡＮ ＦＥＳＴＩＶＡＬ(魚ジャパンフェス)」と
連携し、福島県産 水産物「常磐もの」をＰＲするイベントを開催します。

11の出店ブースで、「常磐もの」のノドグロやシラウオ、ヒラメなどをのせた海鮮丼やアンコウの
パエリアなど多彩なメニューに加え、全国新酒鑑評会で金賞獲得数９回連続で日本一の福島県産の
日本酒も販売します。

発見！ふくしま お魚まつり in SAKANA&JAPAN FESTIVAL2023

日比谷公園での開催の様子（ 2022年11月）

日 程 ２月23日（木・祝日）～２月26日（日）

３月17日(金)～３月21日(火・祝日) 大阪で開催
「SAKANA&JAPAN FESTIVAL2023 in万博記念公園」に
「発見！ふくしま」 ブース出店予定！

提供メニュー

場 所

常磐煮干し熟成醤油中華そば

さんまの塩焼き

代々木公園（東京都渋谷区） ※入場無料

※提供メニュー写真はイメージ

ほっき飯

日本酒

県産米おむすび

ノドグロ入りふくしま全部のせ丼 常磐ものアンコウパエリア

［３月］
開催イベント
のお知らせ

※写真はイカスミのパエリア

めっけちゃん

23日,25日 10:00～20:00 24日 11:00～20:00 26日 10:00～18:00時 間

イベント会場

カニミソ入りカニ汁
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新年１月２日に大丸東京店様において、今年で３回目となる新春初売り福袋を販売
しました。

今年は、昨年以上に多くの皆さまに福島県産品の魅力をお届けするため、数量を大幅
に増やし、用意した480個を大盛況のうち完売することができました。

福島復興へ向けた取り組み③

福島県産品の流通促進の取り組み
～お米・牛肉・水産品などのイベント開催 １月実績～

福袋特設売場の様子

販売開始後の売場の様子

他の写真確認

大丸東京店 「ふくしま卯んまいグルメ福袋」販売（１月２日）
う

当日お持ち帰り商品
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福島復興へ向けた取り組み④

福島県産品の流通促進の取り組み
～お米・牛肉・水産品などのイベント開催 １月実績～

米国・ラスベガス「Winter Fancy Food Show 2023
ジャパンパビリオン」への出展（１月15日～１月17日）

ジャパンパビリオンのブースエリア

日本貿易振興機構 (ジェトロ)様が主催している「Winter Fancy Food Show 2023
ジャパンパビリオン」に、福島県産米「天のつぶ（パックライス)」を出品しました。

アメリカでは初の「発見！ふくしま」ブース出展でしたが、各国の来場者やバイヤー
の皆さまの「福島県産米」への関心は高く、存分に魅力を発信することができました。

【Winter Fancy Food Show 2023 概要】
■米国西海岸最大級の高級食品見本市

北米市場でビジネス展開を目指す企業にとって貴重な商談の場
■開催期間 : 2023年1月15日（日）～17日（火）
■開催会場 : ラスベガスコンベンションセンター
■主 催 : スペシャリティ フード アソシエーション/〔ジャパンパビリオン〕日本貿易振興機構 (ジェトロ)
■出展社数 : 全体で 1,400社/〔ジャパンパビリオン〕日本企業・団体40社

「発見！ふくしま」ブース

「天のつぶ」試食

「天のつぶ」キューブ米とパックライス

「天のつぶ」ＰＲ

ラスベガスコンベンションセンター
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